
資料１ 
委員私案 

 

（仮称）越谷市自治基本条例 改案 

 
     

第６章 地域環境 

 
1 条 豊かな地域環境を創るための基本理念 
越谷の人、自然、文化を財産として大切にしていくとともに、市民、行政、議

会が協働して地域環境を創造し、誰もが安心し、楽しみながら生活していける

まちを創ります。 
 
2 条 協働による豊かな地域環境を創造するために 
１、 自然 

市民と市は自然環境の保護、保全および創出に努めると共に、その共生を

図り、全ての人が快適、安全で健やかに暮らせるまちづくりをすすめます。 
２、 人間関係 

市民と市は、市民が主体的に関わり合い、助け合い、学び合いながらいき

いきと生活し、未来にわたって豊かな人間関係と、安心、安全な環境を受

け継いでいけるまちづくりをすすめます。 
３、 歴史、文化 

市民と市は、伝統を大切にし、市民が主体的に新たな文化を育成する心豊

かな環境づくりに努めます。 
４、 産業 

産業の発展と、地域環境と産業の調和を図り、持続可能で誰もが働きやす

いまちづくりをすすめます。 
 





資料３ 
部会での検討により修正したもの 

     

第６章 豊かな地域環境の創造 

 
1 条 豊かな地域環境を創るための基本理念 
市民と市は、越谷の人、自然、文化を財産として大切にしていくとともに、市

民、行政、議会が協働して豊かな地域環境を創造し、誰もが安心し、楽しみな

がら楽しく生活していけるまちを創ります。 
 
2 条 協働による豊かな地域環境を創造するために 
１、 自然 

市民と市は、自然環境の保護、保全および創出に努めると共ともに、その

共生を図はかり、全ての人が快適、安全で健やかに暮らせる生活していけ

るまちづくりをすすめます。 
２、 人間関係 

市民と市は、市民が主体的に関かかわり合あい、助け合あい、学び合あい

ながらいきいきと生活し、未来にわたって豊かな人間関係と、安心、安全

安全で安心な環境を受け継いでいけるまちづくりをすすめます。 
３、 歴史、文化 

市民と市は、越谷の歴史、伝統を大切にし、市民が主体的に新たな文化を

育成する心豊かな環境まちづくりに努めますをすすめます。 
４、 産業 

市民と市は、産業の発展と、地域環境と産業の調和を図はかり、持続可能

で誰もが働きやすいまちづくりをすすめます。 
 
 

 
                        ・・・追加 

 
                             ・・・削除 



資料４ 

（仮称）越谷市自治基本条例    第１部会  素案 

     

第３章 豊かな地域環境の創造 

 
1 条 豊かな地域環境を創るための基本理念 
市民と市は、越谷の人、自然、文化を財産として大切にしていくとともに、市

民、行政、議会が協働して豊かな地域環境を創造し、誰もが安心し、楽しく生

活していけるまちを創ります。 
 
2 条 協働による豊かな地域環境を創造するために 
１、 自然 

市民と市は、自然環境の保護、保全および創出に努めるとともに、その共

生をはかり、全ての人が快適で健やかに生活していけるまちづくりをすす

めます。 
２、 人間関係 

市民と市は、市民が主体的にかかわりあい、助けあい、学びあいながらい

きいきと生活し、未来にわたって豊かな人間関係と、安全で安心な環境を

受け継いでいけるまちづくりをすすめます。 
３、 歴史、文化 

市民と市は、越谷の歴史、伝統を大切にし、市民が主体的に新たな文化を

育成する心豊かなまちづくりをすすめます。 
４、 産業 

市民と市は、産業の発展と地域環境との調和をはかり、持続可能で誰もが

働きやすいまちづくりをすすめます。 
 



資料５ 
委員私案 

     

第５章住民投票 
1 条 市長は重要政策の決定に際して、住民の意思を直接確認するために、 
   住民投票条例を市議会に発議し、議決を経て住民投票を実施すること 
   ができます。 
 
 ２ 住民は市政の重要事項について、有権者の５０分の１以上の連署によ 
   り市長に住民投票の実施を求めることができます。 
 
 ３ 市議会議員は市政の重要事項について、構成員の１２分の１以上の賛 

同により住民投票の実施を求めることができます。 
  
 ４ 住民投票の実施に必要な事項は、その都度条例を別に定めます。 
 
  
２条 住民、市議会および市長は、住民投票の結果を尊重しなければなりま 

せん。 
 
３条 住民投票の投票権を有する者は、越谷市に住所を有する年齢１８才以 

上の者とします。 
 
 
 
 
 





資料７ 
部会での検討により修正したもの 

     

第５章住民投票 
1 条 市長は重要政策の決定に際して、住民の意思を直接確認するために、 
   住民投票条例を市議会に発議し、議決を経て住民投票を実施すること 
   ができます。 
 
 ２ 住民有権者は市政の重要事項について、有権者のその５０分の１以上 

の連署により市長に住民投票の実施を求めることができます。 
 
 ３ 市議会議員は市政の重要事項について、構成員の１２分の１以上の賛 

同により住民投票の実施を求めることができます。 
  
 ４ 住民投票の実施に必要な事項は、その都度条例を別に定めます。 
 
  
２条 住民、市議会および市長は、住民投票の結果を尊重しなければなりま 

せん。 
 
３条 住民投票の投票権を有する者は、越谷市に住所を有する年齢１８才以 

上の者とします。 
 
 
                          ・・・追加 

                              ・・・削除 
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